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ました」というような類（たぐい）が多いようです．そ
れに感化されたのか「音質は部品で決まる．回路なん
か関係ない」と極論する人もいます．
　しかし，本当に優れたアンプを作るには，部品と回
路の両方が重要です．いくら高価な部品を使っても回
路がお粗末では良いアンプはできません．逆に，いく
ら回路が良くても部品がお粗末なら，やはり良いアン
プはできないでしょう．
　けれども，推敲に推敲を重ねて設計したアンプです
ら，測定するとガッカリすることが少なくありません．
考え抜いたつもりでも，神ならぬ身の悲しさ，どこか
に見落としがあるのです．
　そんな悲劇を未然に防ぐ方法があります．それは回
路シミュレータの利用です．初歩的なミスはもちろん，
測定では発見しにくいトラブルも予測できます．ここ
ではパワー・アンプの基本動作をシミュレータで解析
し，超低ひずみアンプの設計に活用します．

出力段の回路検討

　非直線ひずみは，音質を左右する重要な要素の1つ

　最近のOPアンプはとても低雑音，低ひずみです．
この特性を生かして大出力のアンプを作ってみます．
　本誌2017年9月号では，OPアンプを利用して電
源電圧±30 V，出力電圧17 VRMS，負荷抵抗1 kΩ
でひずみ率THD＋Nが0.00027％のアンプを作りま
した．このアンプの出力電流を増やし，パワー・ア
ンプに仕上げます．利用するOPアンプは使いやす
いFET入力のOPA627にしました．高性能で知ら
れた20年来の定番です．
　出力電流を大きくする回路は，NPNトランジス
タとPNPトランジスタを組み合わせた相補エミッ
タ・フォロワです．低ひずみ化には両方のトランジ
スタが動作し続けるA級動作がベストですが，発
熱が大きく製作が困難です．そこでバイアス回路を
工夫し，発熱を大幅に減らしながらも低ひずみな出
力段を採用します．近号で製作レポートも予定して
います．� 〈編集部〉

● はじめに
　最近のメーカ製アンプの広告は，電気的特性の説明
がほとんどなく，「部品を厳選して音質の向上を図り
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　オーディオ用パワー・アンプのひずみ特性の目安
を表Aに示します．スピーカのひずみ率は0.1％を
切る製品が少ないので，アンプのひずみ率は0.1％
あたりから低ひずみと表現されます．THD＋Nが
0.000数％台のアンプは世界中をさがしてもわずか
で，実現できれば世界最高クラスといえます．
　Benchmark Media Systems社のパワー・アンプ
AHB2はTHD＋N＜0.00013％（1 kHz，80 kHz LPF）
という仕様です．この値は最も高性能なオーディ
オ・アナライザAPx555（Audio Precision社）の計測
限界−120 dBにかなり近い値です．� 〈編集部〉

世界最高クラスはTHD＋N＝0.000数％
表A　本器のひずみ率はどのくらいスゴイ？

ひずみの桁 大まかなイメージ
0.数％台
（−40 dB〜−60 dB）

一般に低ひずみと呼ばれる．多く
のパワー・アンプICはこの範囲

0.0数％台
（−60 dB〜−80 dB）

無ひずみと呼ばれることもある．
ほとんどの市販品はこの範囲．IC
なら高性能

0.00数％台
（−80 dB〜−100 dB）

超低ひずみを特徴とする一部の製
品だけが達成している

0.000数％台
（−100 dB〜−120 dB）

世界最高クラス．Benchmark AHB2，
Solution 701，Halcro dm88など

0.0000数％台
（−120 dB〜−140 dB）

市販測定器の測定限界を下回って
いるため，このレベルのTHD＋N
を仕様とする製品は存在しない
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